神宮ガイドブック富神版
番外編（車中編）
このガイドブックは、本編の補足や車中で使用する物です
ネタを提供しますが詳しい内容はご自身でお調べ下さい
黒線の部分で山折りにしリングで留めてご使用下さい
1. 伊勢神宮は百二十五社から成り立つ
社数としては百二十五社であるが、ご社殿が無く、ご同座の神様もあるので
座数としては、百四十一座をおまつりしている。
2. 外宮は左側通行、内宮は右側通行。
手水舎の位置
江戸時代の土産物売り場の立地
3. 六十年周期で、おかげ参りが流行する。
　　　江戸から片道十五日、大阪から五日、名古屋から三日、岩手釜石から百日かかった記録あり
富山からは？
4. 内宮、外宮および別宮十四社を式年遷宮する。
天武天皇が式年遷宮することを定め、持統天皇四年に第一回の遷宮が行われた。
戦国時代百二十年以上、中断や延期があったが、千三百年以上続く。
今回は何回目？
5. 遷宮に使用される御用材は、決まった方法で伐採される。
『三っ尾伐り（三っ紐伐り）』
古式にのっとり行う作法・・・他には？
6. 御神宝、御装束の生糸を紡ぐ時に行われる祭事
繰り糸始め式
愛媛県西予市
他には？
7. 神風の伊勢
和歌で伊勢にかかる枕詞『神風』　由来は？
　　　
大伴家持が編纂した『万葉集』
巻第二　百九十九
高市皇子尊（たけちのみこのみこと）の城上（きのえ）のあらきみやの時
柿本朝臣人麿の作る歌
・度会の斎宮ゆ神風にい吹き惑わし・・
（伊勢神宮から神風を吹かせて敵を惑わした）
巻第二　八十一
和銅五年壬子の夏四月　長田王を伊勢斎宮に遣わす時　山辺の御井に作る歌
山之辺の御井を見がてり神風の伊勢少女ども相みつるかも
大津皇子（おおつのみこ　天武天皇の皇子）ひそかに伊勢神宮に下りて
上り来ましし時の大伯皇女（おほくのひめみこ　斎王　同母姉）の御作歌
斎宮　（いつきのみや）
　　　（いわいのみや）
斎王　（さいおう）天皇の名代として天照御大神に奉仕する未婚の内親王
『神風』のある和歌
記紀二首　万葉集七首
日本書紀　垂仁紀
倭姫命が天照御大神から受けた神託
神風の伊勢の国は常世の波の敷浪の帰する国なり、この国に居らむと思う
伊勢国風土記
神武東征　伊勢国に入った天日別命が国津神・伊勢津彦を降す
伊勢津彦は八風を起こし、海水を吹き上げ波に乗って東へ逃げてゆく
倭姫命世記
伊勢加佐波夜之国（いせかざはやのくに）
伊勢は暴風雨が多い
増鏡
勅として祈るしるしの神風によせくる浪はかつくだけつつ
千二百八十一年（弘安四年）蒙古襲来
蒙古降伏祈願の際、風社鳴動し、神殿より雨雲出る
8. 私幣禁断の制
伊勢神宮は天下国家の安泰を祈る場所で、私事はお願いしてはならない！
歴史上の事件と、現在の神楽殿での祈祷の説明
9. 伊勢詣の昔話
太陽と月と雷の伊勢詣・・・月日はたつのが早い、雷は夕立
空豆と炭と藁の伊勢詣・・・空豆の黒い筋はどうして出来たの？
奈良と京都の大仏の伊勢詣・・・奈良は食わん、京都はコツコツ
